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 皆さんこんにちは。2023 年度 SSH 通信作成委員です。この SSH 通信では、本校の SSH プログラムの 1 年間の報告をお伝

えしていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

第 2 号では、高校Ⅰ年生を対象に 5 月 12 日（金）と 6 月 2 日（金）に行われた「イノベーティブ・サイエンス講義」の内容

を中心に紹介します。 

 

＜第 1 回 イノベーティブ・サイエンス講義（5 月 12 日）＞  

1. 「次のイノベーションを起こすのは君達だ」 

講師：田原栄俊 先生（広島大学副学長・広島大学大学院医系科学研究科教授・株式会社 PURMX Therapeutics 代表取締役社長） 

 この講義では、イノベーションを起こすために必要なスキルや考え方を、田原先生ご自身の経験を踏まえて説明していただき

ました。田原先生は、これからの日本に求められる人材は「ありたい未来を構想」し「自らの手で実現」することのできる人である

と述べられていました。また、イノベーションを起こすためには、コミュニケーション力が最も必要であると話されていました。 

［参加者の感想］ 

・田原先生が生徒からの質問に対して、人脈を得るには、自身の目標や夢を明確に示し、興味のある場に積極的に参加していくこ

とが重要だと仰っていました。私たち一年生は、二、三年生で取り組む研究内容や共に課題に取り組むメンバーも考えていく必要

性があります。自分は何をどのように研究したいのかをはっきりと決め、興味のある分野に関

する講義などを受けてみようと思いました。 

・日常の課題とかを、少しの発想の工夫でイノベーションへと持っていくと言う考え方は新しい

ことについて考える課題研究においてとても大切なものになるのではないかなと思います。

例えば研究のテーマであったり、実験のやり方であったりということについて工夫しやすくなる

のではと思います。また、これからの長い人生においてイノベーションを起こそうという意識は

とても大切になってくるんじゃないかなと思いました。課題を自分で解決しようと考えてながら生きていきたいです。 

2. 「アントレプレナーシップ」 

講師：川瀨真紀 先生（広島県公立大学法人 叡啓大学 ソーシャルシステムデザイン学部教授 課題解決演習統括 

国際交流センター長、キャリアデザインオフィスディレクター） 

 



＜第 2 回 イノベーティブ・サイエンス講義（6 月 2 日）＞ 

1. 「起業家マインドのスタート」 

講師：今谷忠弘 先生（マイクロンメモリジャパン株式会社 Process Equipment Engineering Director） 

 今谷先生からは、セルフスターターについて細かくお話しいただきました。セルフスターターとは「自分で考えて行動を起すことが

できる人」のことを指します。講義では先生が勤務されているマイクロン・ジャパンのお話を聞くとともに、世界を見据えた技術の

使い方や先生の実際の経験から、セルフスターターについて学びました。また「レンガ職人」を例に、仕事をするときの目標作りや

モチベーション作りの方法についてわかりやすくご説明いただきました。 

［参加者の感想］ 

・成長的マインドと固定的マインドの違いをはっきり理解しました。固定的マインドは、できないと決めつけたり、諦めたりすることだけで

はなく現状に満足して終えてしまうことも含まれていると分かりました。世の中で生き残っていく優秀な存在は、成功しても満足して

終わりにせずほかの最善策を考えたり、失敗したときにはきちんと向き合える人だと気づきました。自分は新しいことに挑戦しようとす

る力はあるけれど、満足した後の行動が成長的でないと気付いたのでこれからはここを改善していきたいです。 

・固定的マインドと成長的マインドの話が印象に残った。研究をするなかでは苦労することや失敗することはたくさんあると思いますが、

自分にはできないと思ったことも諦めず、別の方法を探してみること、成功してもまた新たな疑問を追及して研究を進めること、失敗

してしまったときは次に生かせるよう工夫することの三つを意識したいです。 

2. 「起業の実例から理解を深める」 

講師：金子幸治 先生（マイクロンメモリジャパン株式会社 Manufacturing Engineering Director） 

 金子先生は「起業家マインドはどこでも必要だ」とお話しされました。CYBERDYNE や itobanashi などの具体的な起業例

や、高校生が企業と行ったイベントなどを通して、身近なところにあるヒントから取り組むべき目標を設定し、発展させることの 

大切さを教わりました。またグローバル競争では、ダイバーシティ（多様性）を意識することが


